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蕎
案
第
五
十
三
号

三
朝
町
農
産
物
消
費
拡
大
施
設
の
設
健
及
び
管
理
に
観
す
る
条
例
の
設
定

に
つ
S
て

次
の
と
お
旦
二
部
町
鼻
産
物
消
費
拡
大
施
設
の
設
馨
及
び
管
理
に
馳
す
る
条
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い

I

て
､
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
舞
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
ょ
わ
,
本
議
会
の

議
決
を
求
め
る
｡

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
五
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

松

　

/

　

村

　

　

葡

　

　

成

男
垂
八
年
買
廿
菖
原
索
可
決

三
朝
町
議
会
頭
長
牧
田
禎
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三
朝
町
条
例
第

号

士
1
朝
町
農
産
物
消
費
拡
大
施
設
の
設
壇
及
び
管
理
に
的
す
る
条
例

六

日

　

的

)

一

第
1
条
　
こ
)
の
条
例
は
､
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
き
'
三
朝
町
農
産
物
消
嚢
拡
大
施
設
の
殻
産
及
び
管
理
に
髄
し
必
賓
夜
事
項
を
定

め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
設
　
置
)

第
二
条
　
三
朝
町
の
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
拠
点
と
し
て
､
三
朝
町
鼻
産
物
消
哲
.
拡
大
審
設
(
以
下

｢
農
産
物
消
費
拡
大
施
設
｣
と
い
う
.
)
　
を
次
の
と
お
り
設
置
す
る
｡

名

柿

三
朝
町
農
産
物
消
費
拡
大
施
設

設

　

直

　

場

　

所

三
軒
町
大
字
三
徳
九
八
〇
番
地
の
1
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(
使
用
の
承
認
)

第
三
条
　
県
寮
物
消
費
拡
大
施
設
を
使
用
し
ょ
う
と
す
る
者
は
､
あ
ら
か
じ
め
町
長
の
寮
許
を
受
け
夜
け

れ
ば
そ
ら
を
S
｡
た
だ
し
､
町
長
が
指
定
し
た
揚
所
を
1
時
的
に
敵
軍
す
る
自
的
で
使
用
す
る
場
合
は

こ

の

限

り

で

を

S

｡

(
併
用
科
)

第
四
条
､
使
用
料
は
無
料
と
す
る
0

(
智
群
の
委
託
)

寮
五
条
　
町
長
b
'
恩
産
物
消
費
拡
大
梼
設
の
施
設
設
備
の
保
全
及
び
使
用
に
関
す
る
管
理
の
一
部
又
は

全
部
を
公
共
由
団
体
に
妻
髭
す
え
こ
と
が
で
き
る
｡

(
規
則
へ
の
季
任
)

第
六
条
　
七
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
.
ほ
か
､
静
香
物
消
費
拡
大
解
酸
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項

は
､
規
則
で
定
め
る
｡
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附

　

則

こ
の
条
例
は
､
公
海
の
日
か
ら
旅
行
す
J
Q
｡

汁
.
1
鼻
j
t
す
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